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■呼吸器内科■
当科 の 概 要
　呼吸器内科は1986年4月に内科の専門分野標ぼうの
方針の中でスター トした診療科です。部長事務取扱は
樋口副院長ですが、現場のスタッフは副部長の秋江研
志、医長　本村文宏、副医長　泉寛志、一般職　楠堂
晋一の常勤医4人 の体制です。呼吸器疾患の外来診療
は一般外来、紹介患者外来を月曜から金曜まで開設 し、
入院患者は5東病棟で定床30床を担当しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 診療スタッフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前列左より本村、秋江、泉。後列右から2人め楠堂
当科 の特 徴
　当院は早期から地域がん診療拠点病院の指定を受けていることもあ り、当科でも肺癌に最も力を入れ
て診療 してお ります。入院患者様の大半は肺癌の内科治療(抗 癌剤治療や放射線治療)の ための入院で
す。ご存じのとお り肺癌は国内でもがん死亡者数が最 も多い疾患で難治癌の代表格です。内科だけで治
療が済むことは少な く各部門が連携 した集学的治療が必要です。当院は呼吸器内科のほかに呼吸器外科、
放射線治療科、放射線診断科、病理診断科の各部門が充実しているのも特徴であり、密接な連携をとっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 て最適な肺癌治療が実践できるよう心がけてお ります。
　　　　　　　　　　　　 二：1　　　　　　　 また肺癌の新 しい治療法の確立をめざした臨床試験に
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気管支鏡は年間200件程度
?
　 　　 　 　 　 　 　肺癌治療検討会
呼吸器外科、放射線治療科、放射線診断科、病理診断科と共
同で肺癌の治療方針や検査方針を検討します。
も参加 しております。抗癌剤治療を受ける場合長期に
わたって投薬を繰 り返すことが多 くな ります。治療薬
と副作用対策の進歩に伴い生活の質を維持した治療が
重視 されるようにな り自宅で日常生活を送 りながら外
来治療を受けることが可能になってきてお ります。当
科では外来での抗癌剤治療も積極的に行ってお ります。
　肺癌以外の診療対象は外来では気管支喘息が多 くま
た、慢性閉塞性肺疾患も増えています。入院患者につ
きましては、気管支喘息の急性増悪や慢性閉塞性肺疾
患(肺 気腫 ・慢性気管支炎)、間質性肺炎の患者が多
く入院 しています。進行した慢性閉塞性肺疾患患者の
日常生活活動の向上を目指した呼吸 リハビリ教育入院
や在宅酸素療法の導入も実施しています。一方で呼吸
器疾患は残念ながら治癒 しない疾患が多 く、肺癌にし
ても間質性肺炎や肺気腫等による慢性呼吸不全にして
も治療による改善の余地がなくなったが在宅は困難 と
いう患者が多くなっております。ホスピスや慢性期病
院への転院を地域連携セ ンターの退院調整係にもご協
力いただいて積極的に進めていますがどうしても待機
期間が長 くなり平均在院 日数を長くする原因となって
いるのが悩み どころです。
　内科的管理が主体の地味な診療科ですが、内視鏡イ
ンターベンションとして気管支ステン トや気管支充填
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術等もときどき実施しています。超音波内視鏡を導入して中枢側のリンパ節生検や末梢の腫瘍生検に役
立てたい展望 もあ りますが機器整備の予算次第 といったところです。
　肺癌、COPD、肺炎と21世紀に急増している疾患に対応するためにはスタッフも病床も本来はもっと
規模の拡大が望ましいところですが、新卒の若い医師には 「地味な割に忙しそ う」 とい うnegativeなイ
メージが強いようで全国的に新しいな り手がいない状況が続いてお ります。 どこも医師不足で大学の教
室か らの新規の医師派遣がほとんど期待できない状況で新たな呼吸器内科のスタッフを獲得するために
は病院内で初期研修医から後期研修医と自前で養成 してい く方向が必要か と考えてお ります。
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